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教員の仕事で必要なスキルのひとつにコミュ
ニケーションが含まれると思います。私はコミュ
ニケーションをうまくとれる自信がなく、教育
実習に行く上で最も心配していたことでした。
しかし実際に教育実習に行くと、生徒たちから
声をかけてくれることがほんとに多く、それが
自信になって私も声をかけやすくなりました。
担当の学年が1年生でとても元気な生徒が多かっ
たことに加え、学校の環境や地域性のおかげで
もあると思います。生徒や先生方から元気をも
らえたことで教育実習を無事終了することがで
き、本当に感謝しています。
コミュニケーションをうまくとれるように

なったことで、次の段階の課題を見つけること
ができました。それは生徒たちの観察です。た
だ動きを観察するだけでなく、目に見えないク
ラスの雰囲気や生徒の心情を観察することが大
事だと気がつきました。クラス担当の先生がク
ラス全体や生徒個人に対し臨機応変に適切な指
導をしていたため、臨機応変さと観察能力によっ
て適切な指導を行うことができるのだと学びま
した。私は教育実習期間には行うことができず、
このような能力は時間をかけて習得する必要が
あるのだと気がつきました。
また教科指導について、私の担当科目は技術

科で、中学 1 年生の授業では 2 in 1 PC を使用
していました。教育実習中に担当した授業範囲
では、生徒各自の作業を行う時間があり、授業
の進行としては説明がメインでした。パソコン
の操作は割と得意なので、そこまで大変ではな
いだろうと想定していましたが、実際やってみ

ると思わぬ苦労がありました。まず想定してい
た以上に生徒たちはパソコン操作が苦手でした。
小学校から情報の授業があり、パソコンの特性
を少しでも感覚で理解しているだろうと想定し
ていましたが、スマートフォンの特性に引っ張
られている生徒が多かったです。パソコンを使
う授業は特に、生徒の理解度によって授業の進
め方が大きく変わってくる分野なので、授業前
に生徒の理解度を把握しておくことが大事にな
ると学びました。
また、学校に 2 in 1 PC を導入して 2年だった

というのもあり、授業環境がベストではなかっ
たと感じました。ネット回線が無線のため繋が
らないことが頻繁にあり、マウスがないためタッ
チパッドもしくはタッチパネルの操作になり、
生徒たちは非常に使いづらそうでした。おそら
くスマートフォン慣れしているため 2 in 1 PC で
タブレットにもなるようにしているのですが、
タッチパネルを使いがちになってしまい、2 in 1 
PC の良さが仇になっていると思いました。使用
している学校教材によって、どこに注意して教
えていくべきかを細かく考慮することで、少し
でも生徒たちが理解しやすくなるのだと学びま
した。
教育実習から多くのことを得て、教職課程で

学んだことについてより深く考えることができ
ました。この経験を生かして、今後も様々な視
点から物事を考えられるように意識していきた
いと思います。

（工学部機械システム工学科 4年）

高橋  由利花
技術科の教育実習での学び

教 育 実 習
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私が教育実習で得た学びの 1つは、「教師とし
ての生徒達との関わり方」についてです。
教育実習がはじまった時期は中間試験の最中

で、初日にホームルームクラスに参加した際は、
全員が勉強に黙々と取り組んでいました。その
ため、邪魔をしてはならないという気持ちが大
きく、ホームルームの時間はクラスの端で静か
に見守るだけで、話しかけるのは帰りの掃除の
時くらいでした。見兼ねた担当の先生にもう少
し積極的に話しかけた方が良いと言われてしま
いました。この状況を打開すべく、私は生徒達
に自己紹介カードを書いてもいました。そこに
は誕生日や今頑張っていることなどを書いても
らいました。その情報をもとに、後日一人一人
に話しかけると、どの生徒も笑顔になって「覚
えているのですか？」と嬉しそうに話をしてく
れました。
私が担当したホームルームクラスの中には、

学校に行くのが辛いと申告して休みがちな生徒、
毎朝遅刻気味な生徒達が存在しました。担任の
先生にこのような生徒等に、上手く声かけを行っ
てほしいと言われ、意識的にコミュニケーショ
ンをとるようにしました。
休みがちな生徒が出席した日は、空き時間に

必ず声かけを行うようにしました。「さっきの授
業は何やったの？」「休みの日は何をして過ごす
のが好き？」など答えやすそうな質問をしてい
ました。担任の先生に伺った所、彼女は、今年
度に入りクラス替えで仲の良い友達達と離れて
しまい、自分の居場所が作りづらく学校へ来た

くないという状況でした。優しく控えめな性格
の為、新しい友達作りに勇気が出ていないよう
でした。会話が苦手という訳ではなかったため、
私がいきなり話しかけても会話をしてくれ、明
日も学校にいきたいと伝え、実際に次の日も来
てくれたりしました。その後、授業見学をして
いる時に彼女を見ると、友達とスムーズにワー
クを行っていました。彼女の場合、授業を通し
て自然と友達ができてくるのではないかと感じ
ました。彼女との関わりを通して、教育実習生
という立場でも、不安を抱える生徒の心の支え
に少しだとしてもなれるのだと気づきました。
　遅刻が多い生徒達には、いきなり注意をす

るのではなく、原因を聞き出すようにしました。
最後まで遅刻癖は治りませんでしたが、教育実
習の最終日に放課後、私が職員室で作業をして
いると、遅刻気味な生徒の1人が私のところへ「先
生が明日からこないのが寂しい」と伝えにきて
くれました。毎朝、私に同じような質問をされ
て煙たがられているだろうなと感じていたので、
とても驚いたし嬉しかったです。担任の先生に
どのような声かけが適切なのか質問しましたが、
先生も日々試行錯誤しているとのことでした。
ただ、先生も彼女達の本音を引き出すことに重
きを置いていました。
以上の経験から、生徒達一人一人にしっかり

と向き合う事で、信頼を得ることができるし、
生徒達への理解が深まり適切なサポートの仕方
が見えてくるのだと学びました。

（情報学部システム数理学科 4年）

水 谷 美 穂
教師としての生徒達との関わり方
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「みなさんはじめまして」という第一声によ
り始まった第一回目の授業では、物珍しさから
か多くの生徒の視線を集め概ね指導案の通りに
進めることができた。しかし、二回目の授業で
は本時の目標を示して概要説明から授業展開を
行ったところ、思うように生徒の関心を引くこ
とができず、冗長で締まりの無いものとなって
しまった。
私は授業構成における導入・展開・まとめに

おいて、特に展開部分を分かりやすく説明すれ
ば理解してもらえるとばかり思ってしまった。
しかし、導入部分で生徒の関心を引くことがで
きなければ円滑に展開へと進行できないことに
加え、時間が不足する等の問題が生じてしまう
ことに気付いた。
対策として、理科担当教諭の授業を見学して

生徒の心をどのように掴んでいるのか観察した
ところ、導入で世間話として身近な出来事を楽
しそうに話していつの間にか本時の学びへと結
び付けていた。例えば、植物界についての授業
では生徒に対して「今日は何時に目が覚めたか
→自らは鳩の鳴き声によって目が覚めた→鳩は
何を食べるか→その食べ物には種が含まれてい
る→種は専門用語で言うと種子」というように、
話を繋げて展開部分へと進んでいった。担当教
諭は単に楽しかったことを話すのではなく、生
徒の興味を引くような出来事を日常から探して
感じ取り、授業に結び付ける努力をされていた。
さらに他の理科教員の授業から、私は生徒の関

心を引くことに気を取られすぎて私自身が楽し
く授業を行えていなかったことにも気付いた。
このような興味を持たせる指導に重点を置きす
ぎて、自分自身が楽しめない授業では、生徒を
楽しませることができないと思った。
学びにおいて、生徒の理解度を高めることは

必要不可欠であり分かりやすい授業案作りと教
材研究を行うことで質の高い授業を目指してい
くことは重要である。注意することは、質の高
い授業でも生徒が耳を傾けていなければ意味が
無い。つまり、展開部分を創意工夫すると共に
導入部分においても、「生徒に何を話したら授業
に関心を持ってくれるだろうか」と常に考える
ことで初めて生徒の理解へと円滑に結び付くと
考える。その際、私の実体験からそれぞれ雰囲
気の異なるクラスごとに対応した話し方を考え
ると、より「そのクラスに合った・その子ども
に合った」授業へと繋がると思う。そして、導
入からまとめまでの全てが一つの教材研究では
ないかと考える。
私は今後、身近な出来事に目を向け導入部分

では五感で感じたことを生徒と共有し単元内容
と上手く繋がる話で生徒に関心を持たせていく。
そして、展開からまとめまで分かりやすい授業
設計をしていく。その際、合理的配慮などの適
切な支援・指導を行うと共に生徒と一緒に楽し
んでいけるような授業にしていきたい。

（先進工学部生命化学科 4年）

小 平 真 裕
質の高い授業を目指して
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教育実習を通して学んだことは、三つある。
一つ目は、生徒にわかりやすく伝えることの難
しさである。私は、生徒に楽しく物理を教える
ことをモットーに教育実習に臨んだ。しかし現
実はそう甘くはなく、授業内の私には余裕がな
かったため、まずは分かりやすく伝えようと考
えた。分かりやすく伝えるために、教科書の内
容をそのまま教えるのではなく、少しかみ砕い
た内容にし、板書計画を綿密に行った。また、
「Java 実験室」というシミュレーションサイトを
用いて、実際に動いている様子を生徒たちに示
すことを徹底して行った。しかし、生徒の反応
は決して良いと言えるものではなかった。実際、
生徒たちに授業内容を理解してもらうことがで
きず、担当の先生に授業内で助けてもらうこと
があった。ではなぜ、授業内容を理解してもら
うことができなかったのか。考えた結果、生徒
たちの目線に立つことができていなかったこと
が原因であると考えた。教育実習では中学 3年
生に授業をしていたが、私が思っていた以上に
丁寧に教えてあげないと、中学 3年生では理解
することができない。担当の先生にも、いまは
どのページのどこをやっているのか、これから
やるのはどのページなのかなどの基礎的なこと
や、授業内容についてなど、もっと丁寧に細か
く教えてあげないと分からないよというご指摘
を受けた。このように、中学 3年生の感覚と私
の感覚との相違によって、生徒に授業内容を理
解してもらうことができなかったのである。こ
れらのことから、生徒に分かりやすく伝えるこ
とは簡単ではないと感じた。授業においてたく
さん失敗はしたが、失敗を経て成長があると思
うので、これらの経験は無駄にせず活かしてい

きたい。
二つ目は、教師という仕事の大変さである。

上述したことも教師という仕事の大変さの一つ
であるが、朝礼や生徒の健康チェック、課題の
回収や試験監督、自習監督など、仕事量の多さ
が教員の大変さの大きな要因であると思う。こ
れら以外にも、生徒指導なども業務に含まれて
来るので、自分の仕事があっても生徒指導で時
間を取られてしまったりなどという点が大変で
あると感じた。教育実習でも、中学生が放課後
に付きまとってきたりして授業準備ができない
など大変だったが、生徒にとっては身近で頼れ
る大人が教師であると考えているので、生徒指
導や生徒との関わりは積極的に行うべきである
と思う。生徒指導と自分の仕事との両立が、教
師という仕事が大変だと思った理由である。
三つ目は、教師という仕事の楽しさである。

生徒に分かりやすく伝えるのが難しい、教師と
いう仕事は大変だ、などマイナスなことばかり
記載してきたが、記載してきたこと以上に教師
という仕事の楽しさを、教育実習では感じた。
仕事量の多さなどから大変なことも多いことは
事実だが、子どもたちの活気を毎日感じること
ができ、学生時代に戻ったかのような体験がで
きるのも教師の魅力であると思う。また、生徒
との関わり方次第では、生徒から大きな信頼を
得ることもできるので、非常にやりがいのある
仕事であると感じた。更に、部活動などの顧問
として活動することができれば、スポーツや芸
術を通して教育することも可能であるので、そ
の点は教師の面白さ、楽しさであると思う。

（先進工学部応用物理学科 4年）

加 藤 洋 一
教育実習を通して学んだ3つのこと
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特別支援学校での体験は 2日間というとても
短い期間でしたが、本当に多くのことを学べま
した。また、この 2日間は自分がこれまで教職
科目で学んできた知識がまだ知識という形にと
どまっていて、実践に活かすことのできる力に
はなっていないということを実感した 2日間で
もありました。
今回体験させていただいた学校には、車椅子

等を使っている身体的な障がいのある子は在籍
しておらず、ほとんど全員が発達障がいの生徒
でした。私はこれまでの教職科目の中で、発達
障がいについてしっかりと学び、知識をある程
度はもっていたため、今回の体験ではこれまで
学んできた知識を活かしてよりよい体験にして
いきたいと思っていました。しかし、実際には、
知識を持っていても生徒とどのように接したら
良いのかわからなかったり、生徒の考えている
ことがわからなかったりして、はじめは全くう
まく行動することができませんでした。しかし
先生方がどのような支援をしてどのように生徒
たちと関わっていけばよいのかを具体的に詳し
く丁寧に教えてくださったおかげで、だんだん
と自分の知識を整理して行動に移すことができ
るようになっていきました。
とくにそのことを実感した出来事がありまし

た。私の配属されたクラスには自閉症の子ども
たちが多くいて、その中のひとりにほとんど発
話のない子どもがいました。私は先生からの指
示でそのこと運動をしたり、移動したりしてい
たのですが、発語がないためその子が考えてい
ることがわからないだけでなく、私の発言を理
解していないようで、はじめはどのように接し
たら良いのかもわからず戸惑ってしまいました。
そこで、先生のその子への対応の仕方を観察

していると、手話で指示を伝えていることがわ
かりました。また、目線によって伝えたいこと
を表していることもわかってきました。私は体

験期間が 2日間という短い時間だったため「は
じめ」や「おわり」「あそび」「ありがとう」な
ど簡単な手話をいくつかしか覚えることができ
ませんでしたが、2 日目に次は「あそび」の時
間だよ、もう「おわり」の時間だよなど覚えた
手話を用いて指示をしてみるとしっかりとその
指示通りに移動してもらえて伝わったことがと
てもうれしかったです。発達障がいのある子は、
耳から入る情報を処理するのが苦手な場合があ
るというのを知識としてい知っていたにもかか
わらず、それをどのような他の手段に置き換え
ればよいのかがわからずに実践に移すことがで
きなかったのですが、手話を用いることで伝え
ることができました。
また、先生がそれぞれの生徒の特性に合わせ

て声かけの仕方を変えていることも勉強になり
ました。これは普通学級でも同じことだと思い
ますが、生徒がお世話が好きな子であれば「着
替えてくれると助かる！」などといった頼む言
い方で声かけをしたり、少し自分に自信がない
ような生徒であれば「～ちゃんならできる」な
どといった励ますような声かけをするなど、生
徒のことをしっかりと理解して各生徒に合わせ
た声かけをしていました。生徒のことをしっか
りと観察してその生徒にあった対応をするとい
う力は、教員になってから必ず必要となってく
るため、しっかりと身につけたいと改めて感じ
ました。
2日間という期間で体験できることは限られて

いましたが、主体的に体験に参加し、多くのこ
とを学ぶことができ実りある体験になりました。
しかし、もっと積極的に生徒と関わったり、知
識のある先生方に質問をするなど反省点も多く
残る体験でもありました。反省点と今回得た知
識を活かして、よりよい教育実習ができるよう
にがんばっていきたいです。

（工学部電気電子工学科 3年）

中 村 彩 那
介護等体験を経て学んだこと

介護等体験（特別支援学校）
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介護等体験のうち、2 日間の特別支援学校で
の体験では、重度の知的障害や自閉症（自閉ス
ペクトラム症）をもつ小学部 1 年生の生徒計 3
名が在籍するクラスで体験させていただいた。3
人とも自ら言葉を発して会話することは難しく、
そのため会話によるコミュニケーションも難し
かった。特別支援学校には、余暇活動の時間が
ある。この時間帯では 3人ともおもちゃを使っ
て過ごしていた。その時の姿はとても楽しそう
であった。たとえ自ら声を発したり相手と会話
することなど、できることは少なくても何かに
夢中になったり楽しむ姿勢は障害の有無に関係
なく共通していると感じた。一緒にプラレール
や音が出るおもちゃで遊んだり、一緒にトーマ
スの本を見たりして過ごしていたが、その時の
子どもの楽しんでいる姿や笑顔か記憶に残って
いる。
特別支援学校では着替え指導もある。登校後、

子どもたちは着替えをしていた。3人のうち、1
人は自分で着替えすることができた。もう 1人
は着替えの手順を示した「絵カード」をめくり
ながら着替えをすることができた。残る 1人は
教職員の手伝いで着替えていた。障害の有無に
関わらず、できることとできないことは存在す
る上、個々によってそれらの違いがある。その
子一人一人の特徴に合わせて、教職員がサポー
トしていくことの大切さについて学ぶことがで
きた。
2日間という短い時間を共に過ごして、言葉を

発することはできなくても相手の声は聴いてお
り、話す内容を理解していると感じた。会話が
できないからコミュニケーションを取らないの
ではなく、逆に話しかけていくことの大切さに

気づいた。そのようにすることで、信頼関係が
構築されていくのではないか。また、話しかけ
るだけでなく、おもちゃや本によるコミュニケー
ションもできると感じた。具体的には、一緒に
楽しむことが挙げられる。余暇活動の際、子ど
もがトーマスのパズルをやっていた。そのパズ
ルに描かれているイラストの中で、その子が指
したものの名称を自分が言うことでその子自身
が笑顔になっていき楽しそうにしていた。この
ように、パズルのイラストの中で指差したもの
の名称を言うこともコミュニケーションの一つ
と考える。
特別支援学校の小学部の子どもたちは、当然

ながらみな年下である。たとえ年下であっても
敬意をもって接することが大切であると感じた。
ニーズに応じた支援や敬意をもって接すること
は、今後教員となった際には必要なことであ
り、体験で学んだことは活かせると考える。ま
た、コミュニケーションをとるときにもそれぞ
れに合う方法を模索していくことも大事である。
何かしらの障害を抱えていても何かで楽しむ姿
や感情など通常学級に通う子と変わらないとこ
ろもある。偏見を持つのではなく個々に対して
理解していくことが大切である。また、自分一
人でもできることも存在する。障害を抱えてい
るから何でも手伝う・やってあげるのではなく、
必要に応じて支援を行い、少しずつでもできる
ことを増やせるようにしていくことが大切なこ
とと感じた。
おわりに、2日間介護等体験を通じて貴重な体

験をさせていただいた都立羽村特別支援学校の
皆様に深く感謝を申し上げます。

（工学部電気電子工学科 3年）

石 垣 達 也
体験を通じて感じたこと
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私はこの放課後デイサービスでの介護等体験
を通して 3つのことを学びました。
1 つ目は知的障がいという 1 つの言葉でまと

められないさまざまな個性があるという点です。
例えば、私も新しい場所で新しい人と出会うと
きには緊張したり不安を感じたりします。最初
のお迎えの時、子どもたちはほぼ全員、隠れた
り逃げたりしましたが、いつもと違う人がいれ
ばびっくりするのも当然です。不安や緊張が強
く表に出てきたのだと感じました。しかし、「今
日一日、一緒に遊ぶよ。よろしくね」と話しか
けるとちょっとだけ安心した様子の子どももい
ました。自分の主張をどのように表現するかも
異なります。例えば、言葉が理解できても話す
ことが苦手な子は、クレーンや指さしで表現す
ることもありました。話すことが得意な子は、「こ
れをする！」と言葉で表現します。吃音の子と
実際に話すことでいくつかの発見もありました。
最初は何を言っているのかが理解できず、何回
も聞き直したりしていました。しかし、1日、遊
び、そして話をすることでだんだんと自然に会
話ができるようになっていきました。
2 つ目は、教員でもない、家族でもない立場

の難しさです。教員は、学校生活を教える立場
にあります。家族は家での日常生活を教えます。
家族にしか与えられない愛情を与えるなどの役
割があります。今回の体験先は、放課後デイサー
ビスであり、学校でも家庭でもありません。最
初はおとな目線で外から見ていることが多くあ

りました。しかし、他の方をみていると一緒に
なって遊んで楽しんでいました。そこから私も
一緒に遊ぶようにしました。すると、子供たち
の笑顔が増えました。子どもの輪に入る、仲間
になるという言葉が近いように感じました。
3 つ目は、子どもと接する時のコツです。私

は教育実習で中高生と接しました。今回の小学
生たちは中高生とはまた異なりました。今回学
んだことは、わかりやすい言葉で伝えることの
大切さです。やめてほしいときに、これはこう
いう理由でやめてほしいと理由まで説明すると、
話が長くて混乱してしまう子がいました。”やっ
てはいけない”と簡潔に伝えることで理解して
くれました。また、話す際に目線を合わせるこ
とも重要です。しゃがんでその子の目を見て話
をすることで良く聴いてくれました。この2点は、
中高生と接する時と同じではありませんが、今
回の子どもたちには効果的でした。
社会福祉施設での介護等体験を通して、障が

いについて聴いたことがあることと実際に会う
ことは全然違うと感じました。そして、もっと
もっとさまざまな子どもたちとかかわってみた
いと感じました。この 5日間で少し仲良くなっ
た子もいれば、まだまだ怖いと逃げる子どもも
いました。最初は、近づくと逃げた子どもは、
最終日にちょっとだけお話をしてくれました。
もっと長い時間をかけて、この子どもたちと理
解を深めたいと感じました。

（先進工学部応用化学科 4年）

井上  日都美
子どもたちの目線に戻ってみる

介護等体験（社会福祉施設）
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5 日間もあって長いなと最初は感じていた。し
かし、実際はとても短く感じた。これは職員の
皆さんと利用者さんのおかげだと思う。
最初はどんなことを話したら良いかわからな

かったが、利用者さんが話をふってくれたりし
て徐々に話をすることができた。私の祖父母は
新潟に住んでいるので、普段は高齢の方と接す
ることはない。そのため、今回のこの 5日間で
は、利用者さんとのコミュニケーションをとる
こと、朝の会での自己紹介、体操、アルコール
消毒、昼食・おやつ時のお茶入れ、レクリエーショ
ンの参加を主に体験させていただいた。
とくに、最終日には私が企画したレクリエー

ションを 30 分ほどやらせていただいた。施設に
は車椅子の方や、手に少ししか力の入らない人
など様々な人がいらっしゃるので、なるべく多
くの人が参加して楽しめるように、ルールも簡
単にして行った。自分で考えた企画は想定して
いたよりも楽しそうにやってもらえて、うれし
かった。
朝の会の自己紹介は、5日間毎日行った。中に

は複数日、同じ時間を過ごす方もいたのでなる
べく毎日ちがうことをみなさんに話すようにし
た。このときにホワイトボードに書く文字は大
きく、声ははっきり大きくゆっくり話すように

いわれたので、注意して行った。
体操もみなさんのお手本となるように大きな

動きでかけ声も大きく行った。昼食とおやつ時
のお茶いれは、あたたかいお茶と冷たいお茶を
混ぜて飲みやすくするなど利用者さんに配慮を
感じた。配るときには正面からではなく横や後
ろから置いた。昼食も人によって異なるので名
前を呼んで確認して間違えないようにした。
レクリエーションの際には、盛り上げること

だけではなく自分も楽しみながら行うことを意
識した。得点を数える際には計算が少しでも楽
になるように工夫を行った。例えば得点がすべ
て 0 で終わるなら 0 をとって計算し、最後に 0
をたすことなどである。このように様々な場面
でさまざまな工夫がなされていることがわかっ
た。
このように、利用者さんのことを一番に考え

て、その人に会った工夫をする大切さを学ぶこ
とができた。これは教育現場だと得意な生徒に
教えるやり方と、不得意な生徒に教えるやり方
が異なること、それぞれに合ったやり方で教え
ることに共通するのではないかと考えた。この
経験を今後に活かしていきたい。

（情報学部システム数理学科 3年）

間 島 亮 太
介護等体験から得た教育との関係性
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実 習 先：相模原市立博物館
　　　　　（2021年 8月2日～9月10日 10日間）
所　　属：先進工学部　応用物理学科
学籍番号：S4-19005
氏　　名：足立 龍汰

本文書は、2022 年度博物館実習における要旨
である。博物館実習に当たり、2021 年 8 月より
神奈川県相模原市の相模原市立博物館にて実習
を行った。実習は前半 3日間の共通実習、後半
の分野別実習に分けて行われ、それぞれ博物館
のバックヤードの学習や見学、分野別展示の実
習が行われた。
博物館の概要を説明する。相模原市立博物館

は平成 7 年 11 月 20 日に開館し、地域の総合博
物館として相模原市に根付いた展示を行ってい
る。自然や歴史、天文などの展示のほかにプラ
ネタリウムが併設されており、道路を挟んだ反
対側にある JAXA相模原キャンパスと協力した
展示、特にはやぶさやはやぶさ 2の展示を積極
的に行っている。資料点数は約 25 万点で、歴史
に関する資料が最も多い。また、館外所管施設に、
尾崎咢堂記念館、吉野宿ふじやを持っている。
なぜこの館を選択したのかを述べる。大きな

理由は 2つある。まず、「相模原市立博物館が家
から近いから」、次に「昔から何回も来ていた博
物館であったから」、である。家から距離が近い
と当然実習に通うための負担は減るが、本質は
そこでは無い。家から近いということは、今回
実習で学んだことを改めて確認したいときなど、

すぐ確認しに行ける。復習という意味では、距
離が大切な点であることは以前から考えていた。
実際にパネル製作（後述）の展示の様子を後日
何度か見に行った。また、相模原市立博物館に
は小学校中学年の頃に初めて訪れた。当時から
天文や自然科学に興味があり、親戚の方がここ
を調べて初めて連れてきてくれたのが初めての
来館だった。それから何回も相模原市立博物館
に訪れており、”来館者”としての目線や印象を
知っていたため、では裏ではどのような仕事の
もとにこのような展示が成り立っているのかに
強い興味があった。
具体的な実習の内容について説明する。共通

実習は実習参加者 40 人程度（全員）の共通の実
習で、収蔵庫やコントロールルームといったバッ
クヤード見学を行い、博物館の概要や存在意義、
運営方法などを座学で学んだほか、巻物と掛け
軸などを使った展示方法の実習を行った。分野
別実習は事前に決定された分野に配属され実習
が行われる。私は面接時に要望していた「天文
分野」での実習となった。それぞれの分野は 3
人程度の人数になり、これ以降は分野別のみの
実習が行われることとなる。天文分野では博物
館の実施する「親子天文教室」や「ナイトプラ
ネタリウム&観望」といったイベントの補助・
見学、天文分野の展示解説練習、そして実際に
特別展示室で展示されるパネルの製作を行った。
特にイベント補助は 3回行われ、今年は実際に
来館者と関わる機会ができた（前年以前はコロ
ナ禍により中止となっていた）。

足 立 龍 汰
相模原市立博物館

博物館実習
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実 習 先：さいたま緑の森博物館
　　　　　（2022年 9月8日～9月24日 10日間）
所　　属：先進工学部　環境化学科
学籍番号：S3-19019
氏　　名：大橋 秋桜

１．実習館の概要
さいたま緑の森博物館は、埼玉県入間市と所

沢市にまたがる野外博物館である。敷地内には
武蔵野の雑木林や湿地、田んぼなどが広がり、
里山自体が展示物となっている。さいたま緑の
森博物館は、狭山丘陵の開発に伴い破壊が進ん
でいた雑木林の管理や里山を守るために、平成 7
年 7月に開館した。広さ 85.5 ha の敷地は、植生
遷移展示ゾーン、雑木林展示ゾーン、ふるさと
景観展示ゾーンの 3つのゾーニングがされてお
り、それぞれのエリアに適した利用や管理をし
ている。様々なボランティア団体と協力して里
山の環境を維持している。また、里山の生活様
式や四季を感じることのできるイベントを定期
的に開催している。

２．実習内容
9/8（木）　 さいたま緑の森博物館の展示につい

て
9/9（金）　 博物館での解説活動について　10 日

のイベント打ち合わせと準備
9/10（土）　 ため池のかいぼりイベント補助と片

付け

9/11（日）　薪ユーザーと雑木林の管理
9/15（木）　園内巡回と課題の作成
9/16（金）　 課題の作成　イベントの小物作成の

手伝い
9/18（日）　 ボランティアとイベントの準備と研

修　課題の作成
9/21（水）　課題の作成
9/22（木）　課題の作成　予行演習
9/24（土）　課題の作成・展示

３．実習を終えて
今回の博物館実習通して、学芸員の業務内容

は博物館によって様々であることを知ったと同
時に、幅広い知識が必要とされる仕事だと感じ
た。また、特にさいたま緑の森博物館で実習を
して感じたことは、自然を守るには人間の力が
必要不可欠だということである。里山の景色を
守るために、博物館の職員をはじめたくさんの
ボランティアの方々が協力して作業を行ってお
り、実際に自分も作業に参加して、その大変さ
を知ることができた。また、実習の後半の課題
では、私は展示班として 3人で一つの展示を作っ
たが、意見を一つにまとめることの難しさを痛
感した。展示を作る際には、第三者の意見がと
ても重要であることを学び、広い視野を持って
製作することが大事だと思った。展示班以外の
方々の意見も踏まえ、3人で意見を出し合って展
示を完成させることができたため、大きな達成
感があった。

大 橋 秋 桜
さいたま緑の森博物館
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実 習 先：独立行政法人 国立科学博物館
　　　　　（2022 年 6 月 1 日～ 6月 8日 9 日間）
　　　　　金沢市立 金沢 21 世紀美術館
　　　　　（2022年 11月 1日～11月7日 5日間）
所　　属：先進工学部 機械理工学科
学籍番号：S5-19027
氏　　名：白土 百合子

１．実習館の概要
国立科学博物館は、明治 10（1877）年 1 月に

創立された、日本で最も歴史のある博物館の一
つである。また、自然史・科学技術史に関する
国立の唯一の総合科学博物館であり、その目的
は自然科学及び社会教育の振興を図ることであ
る。博物館の主要な三つの活動（調査・研究、標本・
資料の収集・保管・活用、展示・学習支援）を、
国立科学博物館、附属自然教育園、筑波地区の 3
地区で展開している。
金沢 21 世紀美術館は、平成 16（2004）年 10

月9日に開館し、金沢市の中心部に位置しており、
「まちに開かれた公園のような美術館」を目指し
ている。「新しい文化の創造」と「新たなまちの
賑わいの創出」を目的に、ミュージアムとまち
との共生により、新しい金沢の魅力と活力を創
出していく。

２．実習内容
①国立科学博物館
•館の概要や展示、学習支援事業に関する講義
• 3地区や各研究部に関する講義と実習
•企画課題の準備・発表・ディスカッション

②金沢 21 世紀美術館
• 館の概要や調査研究活動、作品保存管理取
り扱い、課の活動に関する講義
•展覧会見学、レクチャー
• コレクション展の企画実践・発表・ディス
カッション

３．実習を終えて
国立科学博物館では、実習期間全体を通して

取り組んだ企画課題の「かはくのモノ語りワゴ
ン」で、科学・研究を人に伝えることの面白さ
を体感した。特に、今まで注目していなかった
分野でも、ちょっとした感想や興味が好奇心に
変わり、それが学びに繋がっていくと気づいた。
金沢 21 世紀美術館では、当館の今までとこれ

からのあらゆる挑戦に挑んでいる姿に、非常に
刺激を受けた。また、現代美術を扱う当館なら
ではであるキュレーションや保存管理などにつ
いて、有意義に学ぶことができた。

白土  百合子
国立科学博物館
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実 習 先：川崎市立日本民家園
　　　　　（2022年9月21日～11月5日 10日間）
所　　属：建築学部 建築デザイン学科
学籍番号：DC-19310
氏　　名：吉野 穂乃里

１．実習館の概要
川崎市立日本民家園は、急速に消滅しつつあ

る古民家を永く残すことを目的に、昭和 42 年
（1967 年）に開園した古民家の野外博物館である。
東日本の代表的な民家をはじめ、農村歌舞伎舞
台など 25 件の建物を見ることができる。昔の生
活を楽しめるように民家内には生活用具、園路
には道祖神や庚申塔などの石造物などが展示さ
れ、木が生い茂る中砂利道を歩いていくため園
内は自然豊かな静寂な雰囲気が漂い、昔の素朴
な生活の雰囲気を感じることができる。また日
本民家園では、移築した民家の改造部分の復元
調査を行い、建築当初の古い形に戻すことを原
則として展示をしている。

２．実習内容
9 月 21 日（水）： 夏座敷片づけ、十五夜・刈り上

げ展示、園内解説
9月 22 日（木）： 民家展示点検、人形浄瑠璃公演

の準備、人形芝居についてVTR
鑑賞

9月 24 日（土）： 民家展示点検、人形浄瑠璃公演
の準備

　　　　 　    「炉端の会」の方と交流、企画展
の展示解説

9月 25 日（日）： 人形浄瑠璃公演の補助と公演見

学
9月 27 日（火） ： 民家展示点検、体験授業の事前

学習、畳干し、園内解説の見学
10 月 27 日（木）： 小学校の体験授業対応、古建築

の復元・補強について学習
　　　　 　     民家の危険箇所チェック、船越

座花道の屋根取り外し作業
10 月 28 日（金）： 「船越の舞台」の学習、民家園

まつりの準備
　　　　 　     雪囲い展示の準備、プラネタリ

ウム鑑賞
11 月 2 日（火） ： 民家展示点検、民家園まつりの

準備、雪囲い展示の準備
11 月 3 日（水） ： 民家園まつり当日、船越の舞台

で来場者対応
11 月 5 日（金） ： 民家展示点検、障子張り替え、

むかし話公演の補助と見学

３．実習を終えて
展示準備など様々な業務を実習させていただ

いたが、展示を見て終わりにならないよう、当
時の雰囲気を体験してもらうことを重要視して
いると感じとることができた。園内の柵なども
全て茶色に統一し、景観に馴染む工夫がされて
いることにも驚いた。来園者が触れた際などに
怪我をしないよう、毎日の点検も欠かさず行なっ
ていることなどから、展示の準備だけでなく安
全に楽しんでいただける環境づくりも仕事の一
つだと知ることができ、学芸員には細部まで気
を配る視野の広さも大切だと気づくことができ
た。

吉野  穂乃里
川崎市立日本民家園
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編集後記

ご卒業おめでとうございます。2年生の頃、
突然始まったコロナ禍のなか、教職課程・学
芸員課程での実習や体験を本当によくがんば
りました。これからは、大学で得た多くのこ
とと人とのつながりを大切にしながら、自分
なりの人生を切り拓いていくことでしょう。
けれど、ちょっと疲れたり、とてもうれしい
ことがあったり、誰かと話したくなったりし
たら、いつでも大学に立ち寄ってください。
工学院大学はいつもみなさんのことを応援し
ています。（A）

 
100



発行　工学院大学教職課程・学芸員課程 第 号

工学院大学

◥ ◥

教 職 課 程

◥

学芸員課程

◥

教職課程・学芸員課程ニュース
702023.4.1

特集 教職課程・学芸員課程への招待―新入生のみなさんへ―
（撮影：尾高進）

教職課程・学芸員課程への招待―新入生のみなさんへ―
4 年間かけて資格を取得するということ ――――――内 山 宗 昭  2
なかよしいっぱい ――――――――――――――――尾 高 　 進  3
教職課程の武器は資格習得だけではない ――――――室 屋 侑 央  4
学芸員課程で得た貴重な経験 ―――――――――――大 橋 秋 桜  5
自分の生き方を決めるために ―――――――――――長谷見沙也香 6
生徒とともに成長すること ――――――――――――小 宮 拓 海  7
仲間と共に学ぶ ―――――――――――――――――林 　 リ ダ  8
生成 AI 時代の子どもと学校 ―――――――――――安 部 芳 絵  9

 
101



= 2 =

入学おめでとうございます。
学修のスタートに立っている皆さんに、教職

課程ならびに学芸員課程で資格を取得すること
をお勧めします。
教員採用試験の方法・日程等の変化があり、3

年生から受験が可能なところが出て参りました。
詳しくはまた情報を提供しますが、オリエンテー
ションや履修相談と『教職課程・学芸員課程の
手引き』を参考にまずは計画を組んでいってく
ださい。教職・学芸員課程の必要な科目全体を
見渡してほしいと思います。
私の担当科目から少し紹介します。教職科目

に「教育原論」があります。教育の思想や歴史、
制度などを扱う基礎的な内容になります。「総合
的な学習の時間の理論と方法」「道徳教育の理論
と方法」も担当しています。学校には「各教科」
とならんで「特別活動」「総合的な学習の時間（高
校では総合的な探究の時間）」、中学校では「道
徳教育」の領域があり皆さんも経験済でしょう。
その指導法に関わる講義となります。そして「教
育実習」があります。事前指導を経て教育実習
校へと行き学ぶことになります。
また学芸員課程では、「博物館実習」を担当

しています。こちらも博物館等の実習館へ行き

学ぶことになります。「教育実習」「博物館実習」
まで学習を積み上げてきた 4 年生と会う時に、
基礎科目から担当しているところから、ここま
で来ましたねという気持ちが起こります。とも
に実習後の学修も求められるのですが、それは
「教職実践演習」そして「博物館実習」の発表会で、
実習で得た経験をはじめ、これだけのことを身
に着けた、その基盤が各自なりに出来てきたこ
とを披露してくれています。4年間という時間を
かけて身に付けてきたことの大きな意味を感じ
させます。意外なほど、初めからその最後まで
は早くやってくると感じることが多いのですが、
一方、4年間という積み上げた時間の中で養成さ
れていると考えることも多いのです。
今回教員採用試験の時期が前倒しになること

が学生にとってメリットのある方向にゆけるか
どうか、わたしたちもしっかり支援できること
をしてゆきたいと思います。資格が得られるこ
とと、それを得るまでの過程で身に付けてゆく
ものの大きさもまた課程を学修する意義であっ
て、それはまたいろいろな機会やつながりを導
くものと思っています。
 （教職課程・学芸員課程、本学教授）

内 山 宗 昭
4 年間かけて資格を取得するということ

教職課程・学芸員課程への招待―新入生のみなさんへ―
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新入生のみなさん、入学おめでとうございま
す。工学院大学へようこそ。
この文章の題名をみて、何だこれはと思った

方も少なからずいるのでは。はじめにタネを明
かせば、こういう題名の歌があり、それを素材
に少し考えてみよう、ということになります。
もう少しおつきあいください。
この歌は、小森香子さんの作詞、大西進さん

の作曲によるものです（このコンビには「青い
空は」という素晴らしい作品もあります）。1番
の歌詞は以下のようです。内容からいって、主
として想定する歌い手は小学生でしょう。「一、
二、三とやって来い／頭を並べて相談だ／楽し
い遊びも勉強も／みんなの智恵から生まれ出る
／ラララいっしょにやろうぜ／仲間を作って一、
二、三、四／なかよし　なかよし　いっぱい作
ろうぜ」
この歌がいつ作られたか調べましたが分かり

ませんでした。とはいえ、私が子どものころ（50
年近く前）に歌った記憶があります。
メロディーが紹介できないのが残念ですが、

明るくシンプルで翳りのないメロディーである、
といっておきましょう（興味があったらインター
ネットで検索すれば、メロディーが出てくるは
ずです）。
この歌詞を読んでみて、どんな感想をもちま

したか。一読しただけでは、なんてことのない
歌詞だ、と思えるかもしれません。
しかし、しかしです。よく読んでみると、不

思議な感じがしませんか。例えば「楽しい遊び
も勉強も／みんなの智恵から生まれ出る」とい
うところです。ここでいうみんなとは、大人（教
師）も含まれているかもしれませんが、素直に
読めば、主体は子どもでしょう。「遊び」はいい

として、「勉強」が「みんなの智恵から生まれ出る」
とはどういうことでしょうか。これ、今の学校
からイメージできることと違っていませんか。
だって、勉強というのは、多くの場合、他者（教師）
から知識や技能を教えてもらうものでしょう？
またまたしかし。実はこういう考えで教育を

とらえることも可能なんです。整理していうと、
社会的相互作用を通じて知識が構成される、と
いうことで、平たくいえば、知識とは、学ぶ人
が自分の中で作り上げるものであり、あらかじ
め、知識という定まったものが存在するわけで
はないということになります。こういう考え方
を社会構成主義といいます。
知識というものは教師から教わるものだ、と

いうのが私たちが一般的にもつ考えです。しか
しこの場合、どうしたって教わる知識が正しい
ものである、という前提に立たざるを得ません。
しかし、それはいつも本当に正しいのでしょう
か？社会構成主義は、こうした考えに対する批
判として提案されました。
もちろん私自身、社会構成主義に全面的に賛

同するわけではありません。しかし、社会構成
主義は、これまでの伝統的な教育の考え方がも
つ弱点を乗り越える視点を提供してくれるかも
しれません。「なかよしいっぱい」の歌詞からは、
はからずもそういうことを読み取ることができ
ます。
教職課程・学芸員課程は、大きくいえば、学

ぶ（正確には自分以外の子ども・青年が学ぶ）
ことについて学ぶところです。少しでも興味が
あるなら、学んでみませんか。教師や学芸員を
目指していなくても一向に構わないのです、学
びたい気持ちがあれば。お待ちしています！
 （教職課程・学芸員課程、本学教授）

尾 高 　 進
なかよしいっぱい
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あなたは、大人になって子ども達と一緒に何
をやってみたいですか？
「自分だったらこんな感じの授業をやってみた
い‼」「子どもの気持ちをたくさん知りたい‼」
その大切な気持ちを教職課程でいろいろなこと
を学び大事に育ててみませんか？
「教職課程をとりあえず取っておこうかな？」

「学生時代に取れる免許は取っておいた方がいい
よな。」「将来の選択肢を増やすために教職取っ
てみてもいいかな？」と、悩んでいる 1 年生も
多いと思います。そして、「大学に通いながら教
職をとるのは難しい。」「休みが少なくなる。」「手
続きがめんどうくさい」など、様々なマイナス
の意見も聞くことが多いと思います。私も教職
をとる時、様々な意見を聞き、マイナスのイメー
ジを抱きました。しかし、工学院大学の教職課
程は、とても楽しく、充実し、学生生活を華や
かになるものでした。教職ならではの幅広い学
部の友人、先生、先輩たちの細かいサポートに
よって、一切マイナスなことはなかったのです。
今様々な理由で悩んでいる 1 年生のみなさん、
工学院大学の教職課程は、授業と両立すること
が可能です。私生活の時間も多く取ることがで
きます。工学院大学は、教職課程を取りやすい
環境であることは間違いありません。

4年間の教職課程で、私の一番の収穫は、多く
の人との出会いです。1年生からずっと一緒に学
んできた仲間、同じ科目の免許を取ろうとして
いる同級生、同じ科目をとっていて教師になっ
た先輩がいたからこそ、教職課程の４年間を乗
り越えることができました。教師になるときだ
けではなく、社会に出ると分からないことばか
りで戸惑ってしまうことや、不安を抱いてしま
う場面が今後増えていくと思います。そのよう
な場面でも悲観的に考えず、教職課程が多くの
ことを学べる機会であると考え、自分の中に新
たな気付きや発見を吸収できる機会だと肯定的
にとらえていただきたいです。
最後に、工学院大学の教職課程の 1番の魅力

は教職課程ならではの先生たちと 4年間一緒に
学んでいく仲間たちだと考えています。これは、
入学時では絶対に分からないことだと思います
し、私がそのことに気付いたのも終盤になって
からです。教職課程は、教師にならなくても、まっ
たくなる気がなくても大学生活をそして、自分
を豊かにしてくれます。悩んでいて、文章を読
んでいただけたのなら、ぜひ教職課程をとって
いただきたいです。
 （2022 年度工学部機械工学科卒業生、2023 年
 4 月より本学大学院工学研究科機械工学専攻）

室 屋 侑 央
教職課程の武器は資格習得だけではない
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新入生の皆さん、ご入学おめでとうございま
す。これから始まる新しい生活に、胸を膨らま
せていることでしょう。大学生活は、皆さんに
とって今までで一番自由で、様々な経験ができ
る貴重な4年間になると思います。この4年間は、
自分の興味のあることに挑戦し、学びを深める
最大のチャンスです。そのため少しでも学芸員
に興味のある方には、学芸員課程を履修し、学
芸員資格の取得を目指してほしいと考えており
ます。
私は、小学生の頃に社会科見学で科学博物館

に行ったことがきっかけで、科学に興味を持ち
はじめました。今思えば、これが私が理系に進
もうと決めた最初の動機であったと思います。
それから、このような特別な体験を与えてくれ
た博物館で働く学芸員という職業に興味をもち、
大学で学芸員課程を履修することを決めました。
私が学芸員課程を履修して良かったと思う理

由は、大きく 2 つあります。1 つ目は、学芸員
課程を履修しなければ経験できないような貴重
な体験ができたことです。例えば、資料の扱い
方を学ぶ授業では、実際の博物館の資料を使っ
て扱い方を教えていただきました。また博物館
実習では、実際に博物館で様々な業務を体験さ
せていただき、学芸員という職業の多様さや大
変さ、楽しさを学びました。このような経験は、
学芸員課程を履修しなければ絶対に経験できな
かったと思います。2つ目は、博物館に行くのが

今まで以上に楽しくなったことです。学芸員課
程の授業では、博物館の役割や社会教育の重要
性を学ぶことに加え、資料の保存方法や展示の
仕方など専門的な内容も教えていただきました。
そのような授業を受けた後に博物館に行くと、
今までと違う新たな視点で展示を見ることがで
き、さらに博物館に行くことが楽しくなりまし
た。これも、学芸員課程を履修する魅力の１つ
だと思います。
学芸員課程を履修すると、学科の科目に加え

て授業を取らなければならないため、忙しく大
変なこともありました。しかし、学芸員課程を
通して得た経験は自分にとってかけがえのない
ものでありますし、４年間諦めずに履修して良
かったと心から思います。何より、自分の興味
のあることを自ら学ぶと決め、その結果学芸員
資格を取得できたことをとても誇りに思います。
皆さんにも、学芸員課程に限らず、大学生活の
中で何か興味のあることに挑戦して、新たな学
びを得る経験をしてほしいと思っています。
何より理系の学芸員資格は貴重ですので、ぜ

ひ学芸員資格の取得を検討してみてください。
学芸員課程を履修しようか迷っている方の背中
を少しでも押せていたら幸いです。
皆さんの大学生活が、より充実したものにな

ることを願っております。
 （先進工学部環境化学科 2022 年度卒業生、
 2023 年 4 月より社会人）

大 橋 秋 桜
学芸員課程で得た貴重な経験
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新入生のみなさん、ご入学おめでとうござい
ます。この冊子を手にしたみなさんは将来の選
択肢の 1つとして、教員や学芸員を考えている
人が多いかと思います。中には、入学したばか
りですぐに教職課程・学芸員課程を履修するか
決められない人もいるでしょう。特に教職課程
は授業の単位が多くなることや教育実習がある
こと、本当に教員になりたいかわからないなど、
さまざまな不安な気持ちがあるのではないで
しょうか。そんな不安な気持ちが少しでも和ら
いで履修してみようという勇気に繋がればと思
い、私の教職課程での経験談を紹介します。
私は大学入学時、教職課程を履修することを

決めていましたが、教員になるかどうかはまだ
悩んでいました。教員になりたいと強く志望す
るようになったのは、大学3年生のときです。「生
徒指導論」という授業を受けて、子どもの問題
行動には理由があることを学び、「どんな問題背
景があるか」「どんな支援が必要か」と、考えの
幅が広がりました。この授業をきっかけに、教
職課程で知り合った先輩に不登校の子どもと関
わるボランティアを紹介してもらい、困ってい
る子どもたちの力になりたいと考えるようにな
りました。
教職課程の授業はただ話を聞く授業ではなく、

他学科・他学年の人たちとディスカッションを
し、いろんな視点から教職について考えること

ができます。多様性を尊重することが求められ
ている今、1つの考え方だけでなく、多面的に考
える力を養うことができるのは教職課程を履修
する良い点だと考えます。また、教職課程の中
でも特に重要な教育実習では、教師の職業の大
変さを知るだけでなく、教職の魅力も知ること
ができます。教職の魅力はやはり子どもとの関
わりです。実際に子どもと関わることで、どう
して教員になりたいのか、どんなことがしたい
のかが見え、教育実習で教員になりたいと志望
する人もいます。
最後に、教職課程を履修することで周りの人

よりも忙しくなることは事実ですが、時間の使
い方を工夫することで、学科の授業と両立する
ことは十分できます。また、教職課程は一人で
はありません。同じ教職課程を履修する仲間や
私たちをサポートしてくれる心強い教職課程の
先生方がいます。私は教職課程でさまざまな考
え方に触れたり、子どもと関わったりすること
で、教師という生き方を選びました。教職課程
は必ず教員にならないといけないわけではあり
ませんが、教職課程の日々は自分の人生の生き
方を決めるスパイスになると思います。少しで
も悩んだらぜひ履修してみませんか。みなさん
のこれからを心より応援しています。
 （情報学部情報デザイン学科 2020 年度卒業生、
 2023 年 4 月より川崎市中学校教諭＜数学＞）

長谷見沙也香
自分の生き方を決めるために
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新入生の皆さんご入学おめでとうございます。
私は 2022 年度より大学院の博士課程に在籍しな
がら、母校の高校で化学の非常勤講師をさせて
いただいております。授業の内容は当然ながら、
大学、大学院で学んだ専門的な内容や先端の研
究、面白い化学の豆知識を生徒たちに楽しく、
面白く伝えられるように努力しています。
現在、現場で教師として働いておりますが、

一番感じることは、「生徒との関わりの中での
充実感」です。私は昨年度から勤務を始めた新
任の教員であり、多くのわからない部分がある
中で勤務を始めました。当然ながら、専任教員
の方々に教えてもらうことも多くありましたが、
それ以上に生徒から学ぶことも多くありました。
授業では教員である私が「理科」の知識を教え
ますが、私は生徒から「授業のやり方・教え方、
適切な言葉使い、生徒たちが興味を惹く内容」
などを学びました。教職課程の授業では、授業
の進め方、生徒対応など様々な内容を学ぶこと
ができます。しかしながら、実際に現場に出て
からも学ぶことは多く、特に初めての授業の中
ではなかなか伝わりにくいことや言葉選びなど
が難しい部分があります。適切で伝わりやすい
言葉使いに悩むことも多くありました。しかし
ながら、その際に助けてくれたのは生徒たちで
した。生徒は授業後に「この部分がわかりにく
かった」ということや、「ここの部分はこの伝え
方の方がわかりやすかったよ」などと、積極的
にアドバイスをくれました。私は生徒たちには
とても感謝しており、その子たちのためにより
良い授業を作ったり、面白い授業を行ったり、

さらには、生徒が困っているときには力になり
たいと思うようになりました。1年を通して、こ
れが「生徒とともに成長していく」ということ
なんだという風に実感しました。
「教師になる」というのは仕事の選択肢の一つ
かもしれませんが、生徒と関わり、教え合うと
いうのは他の仕事にはない、または仕事以上に
尊い何かを得ることができるものであると感じ
ています。人と共に成長していけるのが教職で
あると感じ、2023 年も非常勤講師を行っていき
たいと考えています。
生徒から学ぶことも多く感じる一方で、現場

では生徒にはなかなか相談できない仕事の側面
も教師にはあります。それは、他の多くの先生
方々が感じていることでもあります。工学院大
学の教職課程で共に学んだ同級生の方々や教職
課程の先生方とは、現在も多くつながりがあり、
教育に関しての相談や意見交換などをさせてい
ただいております。教職課程で学んだことも十
分以上に教育現場で活きております。
これから、教職課程を履修される学生の皆さ

んには、教職課程でつながった同級生や先生方
とのつながりとそこで学んだことを大切にして
もらいたいと思います。そして、実際に教育の
現場で生徒に教え、生徒から学び、「教師の仕事
以上に尊い何か」を得て欲しいと感じています。
皆さんとともに教師としての道を学び教え合え
ることを楽しみにしてます。
 （本学大学院工学研究科化学応用学専攻博士課程、
 駒澤大学高等学校非常勤講師＜理科＞）

小 宮 拓 海
生徒とともに成長すること
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新入生の皆さん、ご入学おめでとうございま
す。　2019 年度先進工学部応用物理学科卒業生
の林リダです。私は現在、川崎市で理科教諭と
して勤務しています。新卒で配属された学校は、
高校の定時制であり、今まで全日制の学校で学
んできた私にとっては、全てが新鮮な世界です。
そんな教員生活も、気付けば 4年目に突入しま
した。同じ学校で 3年勤務し続けていると、な
んとなくその学校の勝手が分かってきます。生
徒からも同僚の先生からも「これって○○です
か？」と質問されることが増えてきます。特に
公立学校の場合は異動があるので、自分よりは
るかに年上の先生からも着任したての頃は質問
されることがあります。
しかし、ある程度学校のことが分かってくる

からと言って、教師の仕事や役割、子どもや教
育について分かるわけではありません。教師に
なるために 4年間大学で学びましたが、教師に
なった今でも学びの連続です。教科指導や生徒
指導、分掌の仕事や部活動など、様々なタスク
が教員にはあるので、その分モヤモヤすること
もたくさんあります。そんなとき、私は工学院
大学で共に教職を履修し切磋琢磨した同期や先
輩後輩と話をするようにしています。日常の中
で集まってああでもない、こうでもないと色ん
な意見をぶつけ合う瞬間は、私にとって大きな
学びの時間です。自分の勤務する学校を飛び出

して、私をよく知る人たちと話をすることは、
見失いかけていた自分を取り戻し、そして新た
な視点で世界を見せてくれる貴重な機会です。
悩んだときや道に迷ったときはお互い様。教職
課程を一緒に履修した仲間は、専門科目も違う
し、教員免許の取得した教科も違います。色ん
な違いがあり、時にはぶつかることもあるけれ
ど、個を尊重できる人たちです。工学院大学の
教職課程の最大の強みは、尊重する気持ちを育
むことができることだと思います。
最近では、工学院大学の教職課程で出会った

仲間たちとさらに教育に関する学びを深めるた
め、自主ゼミを始めました。学びを深めたいと
いう思いを共有できることがとても幸せです。
そして同期の友人たちには、感謝の気持ちでいっ
ぱいです。教師になる人もならない人も、どん
な職業についても、きっとモヤモヤすることが
これから先あると思います。自主ゼミのメンバー
の中にも、教師じゃないけど教育に関心がある
人が参加してくれています。学科の専門と並行
して教職を履修することは確かに簡単なことで
はありません。でもきっと、教職課程を履修し
て後悔することはないでしょう。工学院大学の
教職課程は、素敵な仲間と、学ぶ喜びに出会え
る場所です。
 （2019 年度先進工学部応用物理学科卒業生、
 川崎市立高等学校教諭＜理科＞）

林 　 リ ダ
仲間と共に学ぶ
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「コンピューターや宇宙時代の子どもは、幼い
うちは、形や絵で物ごとの実体をはっきりつか
み、物の考え方の基礎をかためながら、どんど
ん文字の世界にはいっていくことが、ぜひ必要
なのだと、私には思えます。そうでないと、電
子頭脳やロボットに使われる人間ができあがっ
てしまうのではないでしょうか。」『クマのプー
さん』や「ピーターラビット」シリーズなどを
翻訳した石井桃子は、『子どもの図書館』の前書
きでそう述べます。石井は、この本で、幼い子
どもが絵から文字の世界、そして抽象の世界に
できるだけ無理なく楽しく入っていくためには
どうしたらよいかを考えました。
Chat GPTなどの生成AI（Generative AI：画

像や文章、音声、プログラムコードなどのコン
テンツを生成することのできる人工知能）の登
場は、教育現場に大きな波紋を呼んでいます。「思
考力を奪う」といった理由からニューヨーク市
は公立学校での Chat GPT の使用を禁止しまし
た（「対話型AI の衝撃、仕事や教育も激変」産
経新聞 2023 年 2 月 17 日、「チャット GPT、米
学校に波紋」日経新聞 2023 年 3 月 7 日など）。
生成AI はとても便利そうに見えます。学校で

出された宿題やレポートを Chat GPT に丸投げ
してしまえば、生徒本人は何も考えなくても「答
え」が返ってきます。なるほど、「思考力を奪う」
という側面も確かにありそうです。それでは、
学校現場で生成AI の使用を制限さえすれば、子
どもの思考力は育まれるのでしょうか。たとえ
学校での使用を禁止したとしても、家庭など学
校外から Chat GPT にアクセスすることは可能
な時代です。

ここで思い起こしたいのは、冒頭の石井の言
葉です。石井は、1950 年代に欧米のすぐれた
公共図書館の児童室を視察します。帰国後、自
宅を開放した小さな図書室、子どもの図書館
を 1958 年に開きました。アメリカ航空宇宙局
（NASA）による月への宇宙飛行計画（アポロ計
画）が実施されたのが 1961 年から 1972 年のこ
とです。まさに「宇宙時代」の到来で時代が大
きくかわるときだからこそ、「形や絵で物ごとの
実体をはっきりつかみ、物の考え方の基礎をか
ためながら、どんどん文字の世界にはいってい
くこと」が子どもに必要であると指摘しました。
そうでないと、人間が科学技術を使うのではな
く、科学技術に人間が使われてしまう、という
のです。
石井の言葉からは、生成AI 時代の到来で学校

は不要になっていくのではなく、ますます必要
となっていくことがわかります。「文字」を「数
字」「数式」「化学式」に置き換えるとわかりや
すいでしょうか。中学校・高校では、教科書や
GIGA端末をもとに、計算や実験、話し合いに友
だちと一緒に取り組むことで、物ごとの実体を
はっきりつかみ、手触りを感じ、他者の考えに
ふれながら自分の考え方の基礎をかためる。そ
して、どんどん文字や数式の世界にはいってい
く。そうすることで、科学技術を使うための「視
点」が子どものうちに定まるはずです。
生成AI 時代の学校を担う教師をめざして、み

なさんも一緒に教職課程で学んでみませんか。
ご入学、おめでとうございます。
 （教職課程・学芸員課程、本学教授）

安 部 芳 絵
生成 AI 時代の子どもと学校
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編集後記

ご入学おめでとうございます。世界の穀倉
地帯であるウクライナにあがった戦火、トル
コとシリアをおそった大地震、各地から伝え
られる災いの映像を目にしてなんだか落ち着
かない人もいるでしょう。AI の台頭でホワ
イトカラーの多くがここ数年のうちに影響を
受けるとも言われています。バーチャルで不
確実性の高い時代にあって、確かな手ごたえ
とともに子どもと向き合う教師がよって立つ
軸を確立するのが教職課程の役割です。一方、
混乱する人々を癒し、なぐさめ、元気づけ、
そしてこの状況を記録に残すことで世界を相
対化していくのが博物館であり、そのあり方
を学ぶのが学芸員課程です。教職・学芸員課
程の学びを通して、混迷を深める世界の状況
をちょっと俯瞰して考えてみませんか。学科
だけでは経験できない、あなたの人生を豊か
にする出会いが待っています。（A）
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